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淀川キリスト教病院ホスピスにて、 1996年 4 月から 1998年12月の間に、癌のために近親者を失った503家族を対象
とし、郵送法による無記名方式での質問紙調査を施行した。調査は 2 度に分けて行われ、第 1 回調査 (190家族)は
1997年 3 月から 10月にかけて、第 2 回調査 (313家族)は1999年10月から 11月にかけて実施された。調査の結果、 337
家族544名から有効回答が得られた(回収率67.0%)。回答者の性別は男性199名 (36.6%)、女性345名 (63.4%)であ
り、年齢は 8 歳から90歳で平均47.2歳 (SD=16.3) であった。故人との続柄別では、配偶者が204名 (37.5%)、子が
257名 (47.2%)、親が16名 (2.9%)、同胞が26名 (4.8%)、その他が41名 (7.5%) であった。その他には、孫、嫁、








回答者544名における GHQ-28の得点範囲は 0--28点で、平均得点は9.0 (SD=6.8) であった。カットオフポイン








たことはあった」との回答が41名(14.3%)、「受診した」との回答が 4 名(1.4%) であった。群別では、両群で回
答割合に有意な違いがあり (x 2=25.3, p < .001)、正常域群の方が「受診したいと思わなかった」との回答割合が
大きかった。
5. 二次的ストレッサーの経験率





率が高かった。特に、「死別後の行事や手続き J r思いやりのない言葉J r経済的問題J r親戚とのトラブルJ r家族コ
ミュニケーションの悪化」に関しては、 x2 検定の結果として有意差が認められた。この結果は、二次的ストレッサー
経験と遺族の精神健康との関連を示すものであるといえる。
【総括】
本研究では、癌で近親者を失った遺族を対象とし、死別後の精神健康と二次的ストレッサーに関する調査を施行し
た。その結果、精神健康関連症状として、不安感や睡眠障害、疲労感をはじめとするさまざまな症状の発現が認めら
れた。 GHQ・28によるスクリーニングの結果、回答者の56.6%が神経症傾向と判定された。また、 14.3%が精神科受
診を一度は希望し、実際に受診した者も存在した。これらの結果から、癌で近親者を失った遺族における遺族ケアの
ニーズが示唆された。二次的ストレッサーに関しては、遺族による多様な二次的ストレッサーの経験が確認されたと
共に、遺族の精神健康との関連が明らかにされた。この結果に基づき、遺族に対する問題解決型援助の必要性が示唆
された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、癌で近親者を失った遺族を対象とし、死別後の精神健康と二次的ストレッサーに関する調査を施行した
ものである o その結果、精神健康関連症状として、不安感や睡眠障害、疲労感をはじめとするさまざまな症状の発現
が認められた。 GHQ・28によるスクリーニングの結果、回答者の56.6%が神経症傾向と判定された。また、 14.3%が
精神科受診を一度は希望し、実際に受診した者も存在した。これらの結果から、ガンで近親者を失った遺族における
遺族ケアのニーズが示唆された。二次的ストレッサーに関しては、遺族による多様な二次的ストレッサーの経験が確
認されたと共に、遺族の精神健康との関連が明らかにされた。この結果に基づき、遺族に対する問題解決型援助の必
要性が示唆された。
本研究は死別後の二次的ストレッサーに焦点をあて、遺族に対する問題解決型援助の必要性を提言したという点で、
独創的であるということができる o 研究方法や考察の進め方もすぐれており、論文審査の結果として、本論文は博士
(医学)の学位を授与する価値があると認定した。
9
白
ワ白
